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詳しくは、高島市ホームページ
をご覧いただくか企画広報課ま
でお問合せください。

欲しい情報がメールで届く！

下のアドレスに空メールを
送信してください。その後
送られてくるメールの指示
で登録手続きを行ってくだ
さい。

登録
方法

メール配信サービス

リアルタイム高島

文化ホール  情 報
real.hall@mpme.jp

乳幼児健診  情 報
real.nyuyouji@mpme.jp

健 康 管 理  情 報
real.kenko@mpme.jp

献 血  情 報
real.kenketu@mpme.jp

畑 の 棚 田  情 報
real.tanada@mpme.jp

熊 目 撃  情 報
real.kuma@mpme.jp

不 審 者  情 報
real.husinsya@mpme.jp

火 災  情 報  
real.kasai@mpme.jp

防 災  情 報
real.bousai@mpme.jp

発見・冒険・挑戦！　
子どもたちが友好の輪を広げる
吹田市・高島市少年キャンプ大会

　８月17日 ( 火 ) から 19日 ( 木 ) に、吹田市
立少年自然の家で「第30回吹田市・高島市少年
キャンプ大会」が行われました。初日には吹田市
のイメージキャラクター「すいたん」と高島市の
よえもん君も駆けつけ、よさこい踊りや野外炊事、
キャンプファイヤー、30回記念作品の制作など、
楽しい３日間となりました。
　　　　　　　　（社会教育課　青少年育成室）

「すいたん」と「よえもん君」
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

心
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
直
し
て
！

９
月
21
日
（
火
）
〜
30
日
（
木
）

　

県
内
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
が
発

令
さ
れ
、
８
月
１
日
ま
で
に
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
が
50
人
を
数
え
る
な
ど
、
昨
年
の
65
人

を
超
え
る
勢
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
島
市
内
に
お
い
て
も
、
今
年
４
月
か
ら
６
月

の
間
に
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ

る
事
例
が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
交
通
事
故
の
特
徴

は
、
車
両
同
士
に
よ
る
出
合
い
頭
の
事
故
が
全

体
の
約
３
割
を
占
め
る
こ
と
と
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
な
る
事
例
が

多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
こ

と
か
ら
交
通
量
が
増
加
し
、
交
通
事
故
の
発
生

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〝
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
〞交
通
安
全
推
進　

　
協
議
会
（
事
務
局　

交
通
対
策
課
）

　

（
２
２
）
０
０
５
８

　
　

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

し
ば
し
ば
ニ
ュ
ー
ス
や
紙
面
を
に

ぎ
わ
す
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

で
す
が
、
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
う

と
運
転
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
り
、

刑
事
罰
が
科
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
に
よ
っ
て
は
即
座

に
、
懲
戒
解
雇
に
な
る
な
ど
社
会
的

な
制
裁
を
も
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
「
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」「
飲
ん

だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
」「
運
転
す

る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
の
３
点
を

守
り
、
飲
酒
後
は
公
共
交
通
機
関
や

タ
ク
シ
ー
、
運
転
代
行
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

現
在
で
は
車
内
の
全
座
席
で
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

い
な
い
場
合
、
座
席
や
天
井
へ
ぶ
つ

か
る
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
を
突
き
破
っ
て
、
車
外
に
放
り

出
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
後
部
座
席
の
方
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
せ
ず
に
衝
突
事
故
に
遭
っ

た
場
合
、
前
部
に
放
り
出
さ
れ
、
運

転
席
や
助
手
席
の
方
に
け
が
を
負
わ

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
自
動
車
に
乗
っ
た
ら
座
席
に
関

係
な
く
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
小
さ
な
お
子
様
に
は
、

体
格
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

　
　
　
　

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
少
し
ず

つ
日
没
の
時
間
が
早
く
な
り
、

夕
暮
れ
時
に
お
け
る
交
通
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
夕

暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
さ
れ
る

方
は
、明
る
い
色
の
衣
服
（
白
、

黄
色
な
ど
）
や
反
射
材
を
着
用

す
る
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

発
見
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
に
乗
ら
れ
る

方
に
つ
い
て
も
、
夕
暮
れ
か
ら

は
前
照
灯
を
点
灯
し
、
自
転
車

本
体
に
反
射
材
を
張
り
付
け
る

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
の

後
部
に
赤
色
の
リ
ア
ラ
イ
ト
を

装
着
す
る
こ
と
も
非
常
に
効
果

的
で
す
。

　

自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方

は
、
夕
暮
れ
に
は
早
め
に
前
照

灯
を
点
灯
す
る
こ
と
で
、
歩
行

者
等
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く
す

る
な
ど
、
安
全
運
転
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
交
差
点
で
は

確
実
に
左
右
の
安
全
確
認
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

宝くじの収益がコミュニティ活動に
役立てられています
　地域づくりのために交付される（財）自治総合センターの「平成22
年度コミュニティ助成金」を受け、富坂区（高島地域）ではコミュニティ
備品を、宮野区（高島地域）ではコミュニティ備品と除雪機を整備され
ました。
　この事業はコミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広
報活動を行うもので、コミュニティ活動に必要な施設または設備の整備
に関する事業に助成されます。

市民活動支援課　 （25）8526

▼富坂区（高島地域）

コピー機

除雪機 テレビ・DVDレコーダー等

テレビ等 エアコン

▼宮野区 (高島地域）

９
月
23
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
木
）
の
間
に
、
調
査
員
が

訪
問
し
、
調
査
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

総務省統計局・高島市

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調査期日　10月１日

調査員は、調査員証と
従事者用腕章を身に着
けています。国勢調査
をよそおった「かたり
調査」にご注意くださ
い。

　

調
査
票
は
、
一
緒
に
お
渡
し
す
る
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の
う

え
、
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
10
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）
に
か

け
て
調
査
員
が
訪
問
回
収
し
ま
す
。
調
査
票
を
調
査
書
類
収
納
封
筒
に
入
れ
、
封

を
し
て
調
査
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
統
計
課
統
計
室　

（
２
２
）
６
８
４
０
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高島軟式野球スポーツ少年団が
県大会で準優勝！

　７月31日（土）から８月１日（日）
に甲賀市民スタジアムで開催された
「第41回滋賀県学童野球選手権大会
決勝大会」で、高島軟式野球スポーツ
少年団（リトルオール高島）が見事準
優勝に輝きました。
　　　　　　　　（市民スポーツ課）

青井選手が
少林寺拳法県大会で優勝！

　７月25日（日）に滋賀県立体育館で開催された「少林寺
拳法第25回滋賀県大会」中学生単独演武の部で、新旭少林
寺拳法スポーツ少年団の青井大幸選手（安曇川中１年）が見
事優勝に輝きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

今津銃剣道スポーツ
少年団が全国大会で
大活躍！

▼全国高校生銃剣道大会
　７月25日（日）に宮城県岩沼市総合体育
館で開催された「第22回全国高校生銃剣道
大会・銃剣道（個人戦）１年生の部」で、今
津銃剣道スポーツ少年団の平田悠朗選手（安
曇川高校）が見事第３位に輝きました。

▼全日本少年少女武道錬成大会
　８月４日（水）に日本武道館で開催された
「第32回全日本少年少女武道錬成大会」で、
今津銃剣道スポーツ少年団員が次のとおり好
成績を収められました。　（市民スポーツ課）

≪銃剣道（団体戦）≫
　小学５・６年生の部
　　優　勝　　平田　秀幸（今津東小）
　　　　　　　岡本　共平（今津北小）
　　　　　　　小林　　翔（今津東小）

≪銃剣道（個人戦）≫
　小学６年生の部
　　優　勝　　平田　秀幸（今津東小）
　小学６年生の部
　　準優勝　　岡本　共平（今津北小）
　小学６年生の部
　　第３位　　内藤　翔太（今津東小）
　小学１・２年生の部
　　第３位　　吉見　風香（今津東小）

≪短剣道（個人戦）≫
　小学５・６年生の部
　　優　勝　　内藤　翔太（今津東小）
　小学１・２年生の部
　　準優勝　　吉見　風香（今津東小）
　小学５・６年生の部
　　第３位　　平田　秀幸（今津東小）

沖縄の子どもたちとスポーツ通し交流深める
沖縄伊江村と高島とのスポーツ相互交流事業

　８月２日（月）から５日（木）に沖縄伊江村で実施された交流事業に、高島スポーツ少年団
から15人が参加しました。

　沖縄伊江村で参加者らは、マリンス
ポーツを楽しんだり、ホームステイに
よる人と人とのふれあいにより、沖縄
の文化を肌で感じ取っていました。
　来年２月には、沖縄の子どもたち（17
人）が寒い冬の高島に来て、スキー等
で交流を深める予定です。
　エメラルドグリーンの沖縄から白一
色の高島へ訪れる日には、空から白い
雪が舞って欲しいと願っています。
　　　　　　　　　　　（高島公民館）

地域 在所 地域 在所

マキノマキノ

大　沼大　沼

新旭新旭

太　田太　田
海　津海　津 岡岡
新　保新　保 木　津木　津
知　内知　内 五十川五十川
中之庄中之庄 田　井田　井

今津今津

今　津今　津 針　江針　江
桂桂 深　溝深　溝
北　仰北　仰 吉　武吉　武
深清水深清水

安曇川安曇川

河　島河　島

高島高島
打　下打　下 下小川下小川
鴨鴨 東万木東万木
永　田永　田 藤　江藤　江

舟　木舟　木
横　江横　江

本太郎兵衛は、高島郡新旭町深溝村
の庄屋でした。江戸後期、大雨が降

ると琵琶湖の水が膨れ上がり、湖近くの田
んぼはすべて水に沈んでしまったそうで
す。この水害をなくすためには、琵琶湖唯
一の水の落ち口、瀬田川の土砂を取り除き、
流れをよくするしかない。瀬田川の川ざら
え。これを実現するためには、琵琶湖周辺
の２００の村の同意と、工事費用をすべて
自前で用意する必要がありました。そこで、
その代表者として立ち上がったのが、藤本
太郎兵衛、その人でした。

郎兵衛は、琵琶湖の周りにある
２００もの村を歩き、同意を取り付

け、幕府と粘り強く交渉にあたりました。
もちろん新旭だけでなく、マキノ、今津、
安曇川、高島の琵琶湖に接する村々はすべ
てこの中に含まれています。その後、一度
だけ川ざらえが実現しますが、思うように
工事は進まず、時間切れとなってしまいま
す。農民の暮らしを救いたい一心で、太郎
兵衛は交渉を続けますが、いい返事は返っ
てきません。やがて、高齢になった太郎兵
衛は息子重勝に代表を引き継ぎます。それ

からも粘り強い交渉が続きますが、幕府の
許可が出る気配はありません。思いつめた
重勝は、うち首覚悟で直訴に打って出ます。
命は助かりましたが、それから後も幕府の
動きは遅く、ひたすら許可を待ちつづけた
重勝はその息子清勝を残して死んでしまい
ます。そして、初代太郎兵衛が川ざらえを
決意してから50年。孫清勝の代になって、
やっと大がかりな川ざらえの許可が下りた
のです。（脚本のあらすじ）

琶湖の水位を下げ、郷土の暮らしを
守ろうと、本

人のみならず、息
子、孫に至るまで、
情熱をかけた藤本
太郎兵衛。その姿
は、現代の私たちに
何を伝えてくれる
のでしょうか。舞
台をお楽しみに！

藤
ふ じ も と

本太
た ろ べ え

郎兵衛って何をした人？
Vol.2「琵琶湖治水の物語」舞台の前にちょっとブレイク

藤

太
琵

（資料）川ざらえ嘆願に
　　　  登場する村々 ▼

（当時の村名）

藤樹の里文化芸術会館
　 （32）2461
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暮
ら
し
の
情
報

i
　

９
月
は
、
水
道
検
針
の
月
で
す
。
検
針

員
が
各
ご
家
庭
を
お
伺
い
し
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
を
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の
検

針
は
、
２
か
月
に
１
回
検
針
員
が
お
伺
い

し
、
使
用
水
量
と
請
求
予
定
額
を
お
知
ら

せ
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
、
飼
い
犬

を
離
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
検
針
員
が
犬
に
噛
ま
れ
ケ
ガ

を
す
る
と
い
う
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
検
針
時
の
事
故
を
避
け
る
た

め
犬
は
出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

検
針
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
自
動

車
を
止
め
た
り
植
木
鉢
な
ど
物
を
置

い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

水
道
課　

（
２
２
）
６
８
３
８

　

下
水
道
は
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
、
水

洗
便
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
、
事
業

所
な
ど
か
ら
の
排
水
を
集
め
て
、
き
れ
い

に
し
た
後
、
河
川
や
琵
琶
湖
な
ど
に
放
流

す
る
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
は
、
何
で
も
流
せ
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
や

油
な
ど
を
流
す
と
、
下
水
道
管
が
詰
ま
る

な
ど
、
施
設
が
故
障
す
る
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

下
水
道
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

○
野
菜
、
魚
、
肉
な
ど
の
生
ゴ
ミ
、
タ

オ
ル
、
下
着
、
紙
お
む
つ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用
品
、
食
用

油
、
揮
発
油
、
薬
品
な
ど
は
下
水
道

に
流
さ
な
い
。

○
家
庭
の
ス
ク
リ
ー
ン
桝ま

す

、
防
臭
桝
、

事
業
所
の
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
等
の
清

掃
は
こ
ま
め
に
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
地
下
水
な
ど
市
供
給
の
水
道
以
外
の

水
を
下
水
道
に
排
水
す
る
場
合
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

下
水
道
課　

（
２
２
）
９
０
１
１

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、全
国
道
路
・

街
路
交
通
情
勢
調
査
「
道
路
交
通
セ
ン
サ

ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、
道
路
に
関
す

る
国
勢
調
査
と
し
て
、
昭
和
３
年
か
ら
概

ね
５
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
全
国
規
模
の

調
査
で
す
。
道
路
状
況
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
、
自
動
車
の
利
用
状
況
等

を
調
べ
、
将
来
の
道
路
計
画
や
都
市
計
画

等
を
策
定
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た

方
の
ご
家
庭
に
、
調
査
員
が
訪
問
し
て
行

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

　
　
　
　
　

滋
賀
国
道
事
務
所
調
査
課

　

０
７
７
（
５
２
３
）
１
７
４
１

　

今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
ら
れ
て

い
た
生
き
物
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
感

じ
ま
せ
ん
か
？

　
「
琵
琶
湖
と
田
ん
ぼ
を
結
ぶ
連
絡
協
議

会
」
で
は
、
針
江
大
川
を
ボ
ー
ト
で
下
り

水
辺
の
観
察
や
、
琵
琶
湖
か
ら
湖
岸
の
環

境
を
観
察
す
る
「
秋
の
自
然
観
察
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
川か

ば
た端

や
梅ば

い
か
も

花
藻
も
見
ら
れ

ま
す
。
田
ん
ぼ
や
川
な
ど
で
生
ま
れ
た
魚

た
ち
が
琵
琶
湖
岸
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し

て
い
る
の
か
一
緒
に
再
発
見
し
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
３
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

　
　
（
第
１
班
）
８
時
30
分
〜
正
午
ご
ろ

　
　
（
第
２
班
）
13
時
〜
16
時
30
分
ご
ろ

　

▼
場　

所　

針
江
浜
園
地　

　

▼
定　

員　

各
班
40
人
（
先
着
順
）

　

▼
申
込
締
切　

９
月
22
日
（
水
）

　

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
、
参
加
申
込
書
に
記
入

の
上
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

・

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

（
２
５
）
８
１
４
５

　

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
試
験
日
：

10
月
17
日
・
平
成
23
年
１
月
30
日
）
に
備

え
、
受
験
者
を
対
象
と
し
て
準
備
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時　

９
月
22
日
（
水
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

高
島
市
消
防
本
部
３
階

　
　
　
　
　
　
（
今
津
町
日
置
前
５
１
５
０
）

　

▼
対
象
者　

　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者

　

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

　

▼
受
付
期
間　

９
月
21
日
（
火
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス

・

高
島
市
防
火
保
安
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
総
務
課
）

　

（
２
２
）
５
４
０
１

　

（
２
２
）
５
１
９
９

　

森
の
中
に
は
、
人
が
育
て
て
成
長
し
た

木
や
、
自
然
の
力
で
芽
を
出
し
大
き
く

な
っ
た
木
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
木
を
見

て
触
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
違
い
や
役

割
に
つ
い
て
学
習
し
ま
せ
ん
か
？　

そ
し

て
、
丸
太
か
ら
お
箸
を
作
っ
た
り
、
杉
板

で
作
る
巣
箱
や
本
立
て
な
ど
、
木
を
使
っ

た
モ
ノ
づ
く
り
を
親
子
で
楽
し
も
う
！

　

▼
日　

時　

　
　

10
月
２
日（
土
）　

９
時
15
分
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

森
林
公
園
く
つ
き
の
森　

や
ま
ね
館

　

▼
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
30
人
）

　

▼
内　

容

・
人
工
林
と
雑
木
林
の
違
い
や
役
割
な

ど
の
学
習
、
く
つ
き
の
森
散
策

・
丸
太
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
箸
づ
く
り

・
昼
食
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

・
杉
板
を
使
っ
て
木
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

　

▼
募
集
期
間　

９
月
21
日
（
火
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
参
加

者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
と
イ
ベ
ン
ト
名
を
明
記
の
上
、
高

島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
で

・

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

・
（
２
０
）
１
１
７
９

森
林
水
産
課　

（
２
５
）
８
５
１
２

　

素
晴
ら
し
い
秋
の
自
然
に
触
れ
て
、
つ

く
る
楽
し
み
・
育
て
る
喜
び
を
一
緒
に
体

験
し
ま
せ
ん
か
？　

自
然
の
物
を
使
っ
て

絵
本
作
り
を
し
ま
す
。

　

▼
日　

時　
10
月
23
日
（
土
）
９
時
〜
正
午

　

▼
場　

所　

マ
キ
ノ
高
原
（
現
地
集
合
）

　

▼
対
象
者　

市
内
小
学
生（
定
員
20
人
）

　

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

　

▼
持
ち
物　

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
・
は
さ
み
・
絵
を

描
く
も
の
（
色
え
ん
ぴ
つ
・
ク
レ
ヨ

ン
な
ど
）・
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

▼
申
込
締
切 

10
月
９
日
（
土
）

　

▼
申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

マ
キ
ノ
児
童
館

　

（
２
７
）
８
１
８
７　

　

（
２
７
）
８
１
７
８

　

異
文
化
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
現
地
出
身
の
先
生
と
気
軽
に
英
会
話

や
中
国
語
を
楽
し
め
る
交
流
サ
ロ
ン
を
行

い
ま
す
。

《
英
語
交
流
サ
ロ
ン
》

　

▼
日
時　

 
 

10
月
20
日
（
水
）

　
　
　
（
１
回
目
）
17
時
15
分
〜
18
時
15
分

　
　
　
（
２
回
目
）
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
（
１
回
目
）
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　
（
２
回
目
）
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

　

▼
場
所　

新
旭
公
民
館
３
階　

研
修
室

　

▼
講
師　

ケ
ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
さ
ん

《
中
国
語
交
流
サ
ロ
ン
》

　

▼
日
時　

　
　

10
月
16
日
（
土
）

　
　
　
（
１
回
目
）
10
時
〜
11
時

　
　
　
（
２
回
目
）
11
時
15
分
〜
12
時
15
分

　
　

10
月
22
日
（
金
）

　
　
　
（
１
回
目
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　
　
（
２
回
目
）
14
時
45
分
〜
15
時
45
分

　

▼
場
所　

高
島
公
民
館　

第
１
会
議
室

　

▼
講
師　

中
島　

亮
さ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
快
適
な
道
路
利
用
の
た
め
の
調
査
で
す
〜

ボ
ー
ト
に
の
っ
て
、

針
江
浜
の
自
然
を
再
発
見
し
よ
う

下
水
道
を

　

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
!!

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　

準
備
講
習
会

親
子
で
木
に
触
れ
る
学
習
会

マ
キ
ノ
児
童
館
の
催
し

 

「
心
を
澄
ま
せ
て
♪
森
の
絵
本

           

つ
く
り
」
参
加
者
募
集
！

国
際
交
流
サ
ロ
ン
（
英
語
・
中
国
語
）

　

参
加
者
募
集

タオルが詰まり
破損したポンプ

（森の絵本）
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《
共
通
事
項
》

　

▼
参
加
費　

会
員　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

一
般　

５
０
０
円　

　

▼
定　

員　

毎
回
10
人
程
度（
先
着
順
）

　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
２

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

【
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座
】

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
加
工

さ
れ
た
生
花
を
使
い
、
ト
ピ
ア
リ
ー
（
球

体
）
に
お
花
な
ど
を
挿
し
た
立
体
的
な
ア

レ
ン
ジ
を
手
作
り
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

簡
単
に
ア
レ
ン
ジ
が
楽
し
め
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　　

▼
日
程　

10
月
９
日(

土) 

　

▼
時
間　

レ
ッ
ス
ン
Ⅰ　

10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

レ
ッ
ス
ン
Ⅱ　

13
時
〜
15
時

　

▼
場
所　

働
く
女
性
の
家　

研
修
室

　

▼
講
師　

西
村
友
子
さ
ん

　

▼
定
員　

各
回
６
人
程
度

　

▼
受
講
料　

各
回
２
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
代
込
み
）

　

▼
申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

▼
受
付
時
間　
９
時
〜
21
時（
火
〜
土
曜
日
）

・

働
く
女
性
の
家

　

・
（
２
２
）
５
７
７
５

　

琵
琶
湖
流
域
下
水
道
高
島
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の
な
い
下
水
処

理
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
実
際
に
見
学
し

て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

▼
日　

時　

10
月
２
日
（
土
）

　
　
（
１
回
目
）10
時
〜
（
２
回
目
）14
時
〜

　

▼
場　

所　

高
島
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 
（
今
津
町
今
津
４
４
８
番
地
１
０
６
）

　

▼
内　

容　

施
設
見
学
、
微
生
物
観
察
、
お
も
し

ろ
実
験
、
お
楽
し
み
抽
選
会

㈶
滋
賀
県
下
水
道
公
社　

高
島
事
務
所

　

（
２
２
）
５
２
５
５　

　

市
内
の
農
業
・
林
業
・
漁
業
と
商
業
・

工
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
関
係
者

が
、
業
種
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
歩
調
を
合
わ
せ
手
を
取
り
合
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
産
業
振
興
や
活
性
化

の
た
め
に
、何
が
出
来
る
か
を
考
え
る「
農

商
工
連
携
人
材
育
成
塾
」を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
６
日
（
水
）、
10
月
13
日
（
水
）

　
　

10
月
20
日
（
水
）、
10
月
27
日
（
水
）

　
　

11
月
10
日
（
水
）、
11
月
17
日
（
水
）

　
　

11
月
25
日
（
木
）、
12
月
１
日
（
水
）

　
　
　

★
各
18
時
30
分
〜
21
時
30
分

　

▼
場　

所　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
対　

象　

農
商
工
連
携
に
興
味
の
あ

　
　
　
　
　
　

る
方
（
定
員
30
人
）

▼
内　

容　

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
力
ア
ッ
プ

の
極
意
を
学
ぶ
８
日
間
の
講
座
。
本

講
座
以
外
に
先
進
地
視
察
研
修
、
個

別
相
談
会
を
予
定

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
募
集
期
間　

９
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法

電
話
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

高
島
市
商
工
会　

総
務
指
導
課

　

（
３
２
）
１
５
８
０

　

（
３
２
）
３
３
４
０

　

takashim
a-city@

shigasci.com

　　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
結
成
し
た

「（
兵
庫
）
県
立
柏
原
病
院
の
小
児
科
を
守

る
会
」
が
、
子
ど
も
と
地
域
の
お
医
者
さ

ん
を
守
る
た
め
、「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
※
を

控
え
よ
う
。
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
。

お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
始
め

た
住
民
運
動
は
、
地
域
の
医
療
崩
壊
に
ひ

ん
す
る
全
国
の
関
係
者
に
大
き
な
反
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

高
島
地
域
で
も
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
限
ら
れ
た
医
療
福
祉
の
資
源
を
私
た

ち
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
「
守
る
会
」
代
表
の
丹た

ん
じ
ょ
う生

さ
ん
の
講
演

を
ヒ
ン
ト
に
高
島
地
域
の
医
療
福
祉
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▼
日　

時　

10
月
13
日
（
水
）

 
 
 
 
 
 
 

13
時
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル

　

▼
内　

容

　

・
基
調
講
演

　
　
　

講　

師　

丹
生　

裕
子
さ
ん

（
県
立
柏
原
病
院
の
小
児
科
を
守
る
会
代
表
）

　

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

座　

長　

馬
場
八
州
男
さ
ん

（
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
パ
ネ
ラ
ー　

本
多　

朋
仁
さ
ん

（
高
島
市
医
師
会
）

　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

清
美
さ
ん

（
公
立
高
島
総
合
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　

杉
橋　

研
一
さ
ん

（
社
会
福
祉
法
人  

ゆ
た
か
会
）

　
　
　
　
　
　
　

前
川　

初
子
さ
ん

（
住
民
代
表
）

　

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
高

島
健
康
福
祉
事
務
所
ま
で

・

高
島
健
康
福
祉
事
務
所
（
高
島
保
健
所
）

　

（
２
２
）
２
５
０
５

　

（
２
２
）
５
６
９
３

　

畑は
た

棚
田
の
原
風
景
の
中
で
、
秋
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

▼
日　

時　
10
月
３
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

　

▼
場　

所　

　
　

畑
棚
田
ふ
れ
あ
い
交
流
館
・
広
場

　

▼
内　

容　

　

・
棚
田
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル

　

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

棚
田
の
中
を
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

　

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

昔
な
つ
か
し
い
竹
細
工
・
わ
ら
細

工
に
挑
戦
！

　

・
屋
台
コ
ー
ナ
ー

地
元
特
産
品
の
販
売
等
多
種
多
様

な
出
店
を
予
定
。

　

・
抽
選
会

地
元
特
産
品
・
農
産
物
が
当
た
る
、

わ
く
わ
く
抽
選
会
。

　

・
餅
ま
き

《
棚
田
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！
》

　

畑
の
棚
田
の
風
景
に
マ
ッ
チ
（
ミ
ス

マ
ッ
チ
も
Ｏ
Ｋ
）
す
る
か
か
し
を
募
集
し

ま
す
。

　

自
由
な
テ
ー
マ
で
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
入
賞
者
に
は
、
賞
金
な
ら
び
に
地
元

特
産
品
の
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

▼
展
示
場
所　

　
　

畑
棚
田
ふ
れ
あ
い
交
流
館
周
辺

　

▼
対
象
者　

個
人
ま
た
は
団
体

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
募
集
期
間　

９
月
22
日
（
水
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た

は
、
申
込
書
を
記
入
の
う
え
事
務
局

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
そ
の
他

・
作
品
は
、
高
さ
・
幅
と
も
２
ｍ
以
内

と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
持
込
・
設
置
・
撤
去
と
も
申

込
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
は
10
月
末
ま
で
設
置
し
ま
す
。

・

高
島
棚
田
ふ
れ
あ
い
交
流
実
行

　
　
　

委
員
会
事
務
局
（
高
島
支
所
）

　

（
３
６
）
１
１
２
１　
　

　

（
３
６
）
１
４
６
７　

　

takashim
a@city.takashim

a.shiga.jp

　

秋
の
収
穫
祭
「
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
新

鮮
な
農
産
物
の
直
売
の
ほ
か
、
栗
の
イ
ガ

投
げ
大
会
や
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

里
山
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
（
綱
渡
り
）
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▼
日
時　

９
月
25
日
（
土
）、26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

両
日
と
も
９
時
〜
16
時

　

▼
場
所　

農
業
公
園
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ

　
　
　
　
　

ン
ド
、
マ
キ
ノ
高
原

四
季
遊
園
マ
キ
ノ
交
流
促
進
協
議
会

　

（
２
８
）
８
０
０
２

　
「
誰
に
も
話
せ
な
い
・
・
・
」
と
、
一

人
で
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
分
自
身
の
こ
と
や
家
族
の
こ
と
を
人
に

話
す
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
、
専

門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩

み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に

あ
っ
た
解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

▼
相
談
日
・
場
所

　
　
《
働
く
女
性
の
家
》

　
　
　

10
月
９
日
（
土
）、
13
日
（
水
）、

 
 
 
 
 

20
日
（
水
）

　
　
《
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室
》

　
　
　

10
月
27
日
（
水
）

　

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
50
分

　

▼
対
象
者　

　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

　

▼
申
込
方
法　

専
用
電
話
に
電
話
し
て

　
　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。（
予
約
制
）

　
　

専
用
電
話　
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時（
火
・
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
17
時
〜
20
時
30
分

　
　
　

　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
課　

（
２
5
）
８
５
２
６

女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室

マ
キ
ノ

カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

２
０
１
０

　

た
か
し
ま
棚
田
ま
つ
り

高
島
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

施
設
見
学
会

高
島
地
域
の
医
療
福
祉
を

　

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

塾
生
大
募
集
！　

地
域
力
ア
ッ
プ
の

　

〝
農
商
工
連
携
人
材
育
成
塾
〞

ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
会
講
座

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診
…
休
日
や
夜
間
に
お
け
る

安
易
な
救
急
外
来
受
診
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ま
ず
、
病
気
そ
の
も
の
を
正
し
く

知
り
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
は
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

の
両
方
に
表
れ
ま
す
。
か
ら
だ
の
症

状
は
自
覚
し
や
す
い
た
め
、
は
じ
め

は
「
か
ら
だ
の
症
状
を
治
そ
う
」
と

内
科
等
に
受
診
す
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
こ
こ
ろ
の
症
状
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
場
合
、
医
師
に
早
め
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 

気
分
が
落
ち
込
む
、
将
来
に
希
望

が
も
て
な
い

・ 

何
と
な
く
不
安
、
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
ず
落
ち
着
か
な
い

・ 

集
中
力
の
低
下
、
仕
事
で
小
さ
な

ミ
ス
が
続
く

・ 

物
事
を
悪
い
ほ
う
ば
か
り
に
考
え

る
・ 

趣
味
や
友
人
、
家
族
と
の
会
話
な

ど
が
楽
し
め
な
い

・ 

服
を
着
替
え
る
、
ご
飯
を
食
べ
る

な
ど
の
日
常
生
活
パ
タ
ー
ン
を
面

倒
く
さ
い
と
感
じ
る

・ 

寝
つ
き
が
悪
い
、
寝
て
も
寝
た
気

が
し
な
い

・ 

食
欲
が
な
い
、
食
べ
て
も
お
い
し

い
と
感
じ
な
い

・ 

最
近
の
１
か
月
で
体
重
が
急
激
に

減
っ
た
、
あ
る
い
は
増
え
た

・ 

す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
、
か
ら
だ

が
い
つ
も
重
い

・ 

頭
や
背
中
な
ど
が
痛
む

・ 

呼
吸
が
苦
し
く
な
る

　

う
つ
病
の
治
療
の
基
本
は「
休
息
」

と
「
薬
」
で
す
。
う
つ
病
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
り
治
る
病
気
で

す
が
、
放
っ
て
お
く
と
治
り
に
く
く

な
り
、
再
発
し
や
す
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

○ 

意
外
と
難
し
い
「
休
息
を
と
る
」

　

 

と
い
う
こ
と

　

仕
事
を
し
て
い
る
人
は
「
有
給
休

暇
を
と
る
」、
主
婦
の
人
は
「
家
族

に
家
事
を
代
わ
っ
て
も
ら
う
」
な
ど

で
休
息
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
実
際
は
難
し
く

「
仕
事
が
忙
し
く
て
休
暇
な
ん
て
と

れ
な
い
」「
主
婦
が
家
事
を
代
わ
っ

て
も
ら
う
な
ん
て
…
」
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

う
つ
病
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状

態
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
と

き
は
仕
事
や
家
事
を
が
ん
ば
り
す
ぎ

ず
、「
休
息
を
と
る
こ
と
も
治
療
の

ひ
と
つ
」
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

治
療
に
欠
か
せ
な
い
「
薬
」

　

う
つ
病
の
原
因
は
「
脳
の
神
経
伝

達
物
質
の
乱
れ
」
で
す
。
そ
の
乱
れ

は
薬
で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
薬
の
副
作
用
や
依
存
性
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
は
副
作
用

が
少
な
く
依
存
性
が
な
い
薬
が
開
発

さ
れ
、
治
療
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

薬
を
適
切
に
服
用
す
れ
ば
、
症
状
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
薬

を
飲
み
始
め
て
か
ら
効
果
が
現
れ
る

ま
で
２
週
間
か
ら
４
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
薬
は
少
量
ず
つ
か
ら
始

め
、
効
果
や
副
作
用
を
確
か
め
な
が

ら
、
徐
々
に
増
量
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
「
気
分
が
い
い
日
は
飲
ま
な
い
」

「
ち
ょ
っ
と
量
を
減
ら
し
て
み
よ
う
」

と
自
己
判
断
で
薬
の
量
を
調
整
す
る

と
「
そ
の
人
に
合
っ
た
ち
ょ
う
ど
よ

い
薬
の
量
」
が
わ
か
ら
ず
、
結
果
と

し
て
症
状
の
改
善
の
遅
れ
や
再
発
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
「
処
方
さ
れ
た
薬
を
き
ち
ん

と
服
用
す
る
こ
と
」
で
す
。

う
つ
病
の
症
状
と
治
療
法

「
最
近
う
つ
病
が
急
増
し
て
い
ま

す
」。

　

こ
ん
な
こ
と
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

　　

わ
た
し
た
ち
は
学
校
や
職
場
、
日

常
生
活
な
ど
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
、
食
欲
が
低
下
し
た
り
、
気
持
ち

が
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
誰
に
で

も
あ
る
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
す
る
と

自
然
に
改
善
す
る
も
の
で
す
。
し
か

し
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち
が
な
か
な
か

回
復
せ
ず
、
体
の
不
調
が
続
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以
上
そ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
と
、
そ
れ
は
「
う

つ
病
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

う
つ
病
は
性
別
や
年
齢
に
関
係
な

く
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が
あ
る
病
気

で
、特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
調
査
で
は
「
６
人
に
１
人
が

う
つ
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

い
う
報
告
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
う
つ

病
の
症
状
や
治
療
法
を
正
し
く
知
る

こ
と
に
よ
り
、
ご
本
人
・
ご
家
族
の

気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。
う

つ
病
は
治
る
病
気
で
す
。
安
心
し
て

治
療
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

家族や仲間に変化がないか、心の悩み
や問題を抱えている人が発するサイン
になるべく早く気づきましょう。

　９月 10日（金）から 16日（木）は「自殺予防週間」です。
　自殺は様々な悩みや問題を抱え「追い込まれた末の死」です。市民１人ひとりの
「気づき、つなぎ、見守り」行動で防ぐことができます。

自殺予防週間 ９月10日金～16日木

身体や心の健康状態について自然な雰
囲気で声をかけて、あせらずに優しく
寄り添いながら見守りましょう。

心の病気や経済的な問題を抱えている
ようであれば、早めに相談機関への相
談を促しましょう。

う
つ
病
と
は

う
つ
病
の
症
状

う
つ
病
は
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が
あ
る
病
気
で
す
。

特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
す
る
こ
と
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

こ
こ
ろ
の
症
状

○ 

か
ら
だ
の
症
状

五
． 

治
療
の
基
本
は「
休
息
」と「
薬
」

で
す
。

一
．
性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
誰

で
も
な
り
う
る
病
気
で
す
。

二
．
ご
本
人
の
怠
け
や
、
気
の
持
ち

よ
う
、
努
力
不
足
等
の
「
性
格
の

問
題
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
．
う
つ
病
の
原
因
は
「
脳
の
神
経

伝
達
物
質
の
乱
れ
」
で
す
。
治
療

す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。

四
．
早
期
発
見
・
早
期
治
療
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ガリバーホール　 （36）0219 ガリバーホール　 （36）0219

10/99/26
ガリバーホールガリバーホール

13 時 30 分　開場
14 時　　　　開演

土日
ガリバージュニア音楽祭 2010
～はばたけ !  湖西のこどもたち～

高島市を拠点に活動する、青少年の音楽
団体による合同演奏会です。

▼出　演
安曇川児童合唱団
高島少年少女合唱団
今津少年少女合唱団
高島中学校吹奏楽部
今津中学校吹奏楽部
湖西中学校吹奏楽部

10/17
藤樹の里文化芸術会館

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

日

一 　 般  1,000 円
高校生以下   　 500 円

全席自由

13 時　　　　開場  
13 時 30 分　開演　

鑑 賞 無 料木・休 今津図書館　 （22）3827

10/1   ～31
10 時～ 19 時

金

今津図書館 「ステンドグラス展」
日

出 展　保木　典子

全席自由全席自由
一律 500 円

２０１０ゴスペルコンサート
　高島市を拠点に活動するゴスペルクワ
イアＢＢＣによる、ゴスペルコンサート。

（当日  200 円増）

友の会       800 円

おやこのじかん

一　　般

10 時～ 14 時 30 分

～たのしいたのしいスローなぶんか、
　ここにしかないじかん。～

おやこ券
300 円
500 円

★おやこ券は、１家
族５人まで入場で
きます。

３歳未満 無　料

朽木資料館

入 場 無 料月・火
休 朽木資料館　 （38）2339

常設展示
朽木の生活文化を伝える

※９月 23 日休館

高島歴史民俗資料館

入 場 無 料 高島歴史民俗資料館　 （36）1553

常設展示
月・火

休

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を
調べる

※９月 23 日休館

ＢＢＣ
（Biwako Best  of  
  Choir）

Spiritual　Voices
　（ゲスト）

▼出　演

鑑 賞 無 料

ギャラリー Ｒ
リ プ ル

ＩＰＬ

9 時 30 分～ 20 時 30 分 今津ショッピングセンター
　 （22）6500

「永繁昭写真展」
10/1   ～31金 日

鑑 賞 無 料

今津サンブリッジ
ホテルギャラリー 「デジタルフォト４人展」

今津町今津 1689 ー 2
　 （22）6666

坂上敬三、春山太郎、前川修、前川健士10/1   ～31金 日

鑑 賞 無 料

ギャラリー Cafe Cozy

今津町舟橋2ー 8ー10　 （22）1414火・休

10 時～ 22 時 ※最終日　17 時まで

「永島正人クレパス画展」
ミラクルな生きものたち10/3    ～31日 日

マキノ資料館　 （27）1484

※９月 23 日休館

山と湖の生活文化を伝える

入 場 無 料月・火
休

常設展示
マキノ資料館

おはなし会、人形劇、おはなしとスライ
ド、絵本のカバーでエコバッグづくり、
むかしあそびコーナー、焼きたてパン・
おかし等の販売、太鼓ワークショップ「太
鼓をたたいてみよう！」、映画ワークシ
ョップ「映画の作りか
た」、だれでもピアニス
トコンサート、人形劇
ワークショップ「人形
劇ってなんだろう？」
ほか

ギャラリー 陶

鑑 賞 無 料 新旭町旭 427 ー1　 （25）3681

10 時 30 分～ 17 時

10 時 30 分～ 17 時 30 分

「第１回  新旭陶芸クラブ展」

10/15    ～17金 日 「佐合井愛子のパッチワークキルト
『あい』展」

９/18   ～20土 月

※最終日　16 時まで

鑑 賞 無 料 泉の会　 （22）2063

ガリバーホール
「ピアノの詩人ショパン
　＆魂の旅人シューマン
    　生誕２００年を記念して」13 時 30 分開場  14 時開演

10/3   日

★泉の会第 33 回定期演奏会

10 時～ 17 時 今津町今津 1589 ー1
　 080（6182）1516

10/2   ～25土 月

ギャラリー 散
さ ん ぽ み ち

歩路

鑑 賞 無 料火・休

「米寿まで続けられた
　　　　　趣味の作品展」

田谷　貞夫

鑑 賞 無 料

10 時～ 17 時

10 時 30 分～ 17 時
10/7    ～13木 木

９/17   ～23金 木

ギャラリー 藤乃井

安曇川町田中 426　 （32）0150

「米寿の尉
じょうとんば

姥展」
～ふるさとのくらしに感謝～

★ギャラリー藤乃井開設 10 周年記念

川原林徳一・たま

～趣味に技を磨いて～「四女会展」
久保滋子　田村恵子　長谷川せつ子　田中陽子

鑑 賞 無 料 今津町中沼1ー5 ー7　 （22）2108

9/19    ～10/17
9 時～ 17 時

日 日

琵琶湖周航の歌資料館 「油彩画＆
　　水彩スケッチ作品展」

春山　太郎※最終日　16 時まで


